	単位操作－４３４
	攪拌機のスタート・ストップ

（シール機構タイプ）
	作    成
	

	
	
	
	

	
 
	ポイント

	
	(4)シール部の漏れやメカが破損することがあるので減圧にしないこと。

(5)(12)

攪拌翼が液中に無い状態で運転すると翼の接触や攪拌軸の曲がり等で損傷を招く要因となる（攪拌開始及び停止のレベルは、各機器毎の仕様に従うこと）

(5)

1． ターニングは機器補修後、長期停止時、機器上必要なものについて必ず実施すること。

イ．補修後のターニングは３回転以上実施すること。

ウ．ターニングは動力源を切った状態で実施すること。

エ．原則としてインチングをしてはいけない。

(9)スタート約１０分後に異常の有無を再度点検すること。

  （熱・振動・洩れ・音・圧力・電流等）



	
	


メカニカルシールのフラッシングユニットを運転する





内圧とメカの差圧が適正であることを確認する





低速でモーターをスタートする





電流値・音に異常のないことを確認する





メカニカルシール部の洩れが無いことを確認する





攪拌回転数を規定値まで     上げる





各部を点検する





終了





メカニカルシールのプレッ シャーユニットを運転する





モーターを停止する





攪拌回転数を下げる





変・減速機の潤滑ユニットを運転する





終 了
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